
技術情報

64

クリモト蓄光 FRP

　FRP( 強 化 プ ラ ス チ ッ ク )は、
Fiber Reinforced Plasticsの略で、
ガラス繊維強化プラスチックと呼ば
れます。
　熱硬化性樹脂を母材に高強度のガ
ラス繊維を強化材に使っており、軽
量・高強度・優れた耐食性などのメ
リットを持ち、幅広い分野で活用さ
れています。
　このFRP独自の素材特性を活かし
蓄光性を付加したものがクリモト蓄
光FRPです。
（※は根本特殊化学（株）殿の登録商標です。）

１．はじめに
　蓄光FRPとは、光の吸収-発光-吸
収-発光を何度でも繰り返すユニーク
な特性をもつ蓄光顔料N夜光「ルミ
ノーバ※」を配合して成形された
FRP(強化プラスチック)製品です。
　太陽光や蛍光灯などの光を吸収
し、暗闇で長時間自然発光します。
　その発光は、学術的には「りん光」
とも「残光」とも呼ばれていますが、
見た目には光を蓄め込んで発光して
いるように見えるので一般的には蓄
光という言葉が使われています。

２．蓄光FRPの残光性能
　残光とは、明るい環境から暗い環
境に移行させた後の自発光状態のこ
とで、その輝度は残光輝度(mcd/
m2)で表されますが、これを数値で表
現されてもなかなかイメージがつか
めません。
　イメージ的に説明すると5mcd/m2

でも明るく感じられ、はっきり認識
することができる明るさであるとい
われています。
　蓄光FRPの残光性能で特筆すべき
はその持続性で、日没から1時間後、
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周囲がほぼ真っ暗になった頃が最も
明るく感じられ、その後深夜にかけ
て徐々に明るさが減衰していきます
が、深夜から明け方前までの明るさ
はほとんど変化が感じられないほど
輝度が持続します。
　但し、あくまでも暗闇での認識性
が優れているのであって、少しでも
明かりが当たるところではその明か
りにかき消されてしまい、光ってる
ように感じられません。
　当社蓄光FRPの残光輝度測定結果
では、JIS Z 9107(安全標識板)で

規定されている200lxを20分照射し
た場合でJIS値の６倍以上、また屋外
を想定して3000lxを20分照射した
場合でも10時間後も5mcd/m2以上
の値を持続するのを確認しておりま
す。

３．おわりに
　蓄光FRP製品は、太陽光というク
リーンエルギーを利用している点か
ら環境に優しく、エネルギーレス・
CO2削減を可能にした次世代製品で
す。

　その用途には、安全防災分野のよ
うに人命にかかわるもの、光ること
で生活に便利さや省エネ効果をもた
らす用途、必ずしも光ることを必要
としないが意外性やムードを高めて
生活に潤いを与える用途など、さま
ざまな分野において活躍できるもの
と考えております。


